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4 社会物理学による
ソーシャルメディア分析

1．ソーシャルメディアの活用
　近年、Twitter や Facebook に代表されるソーシャルメディアの投稿が多くの人
によって行われるようになり、ソーシャルメディアから世の中の動きがわかりま
す。図１に示したのはミサイルについての Twitter の投稿を 2016 年 8 月～ 2017
年 8 月の 1 年で調べた例で、横軸は日付、縦軸はその日その日の「ミサイル」と
いう文字列を含む全ツィートの数、2ch 投稿数とブログ投稿数を規格化したもの
です。図 1 からわかるように、「ミサイル」についてのツィート数でいつミサイル
が話題になったかがわかります。このように社会の人々の関心の強さを Twitter
やブログの投稿数で数値として表せます。
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　まず、ブログと Twitter の違いを頭に入れておきましょう。例えば上記の「ミ
サイル」についてのツィートなら、ブログでも Twitter でも一見似たようなグラ
フになります。しかし、ブログと Twitter が大きく異なる場合もあります。ブ
ログは定期的に盛り上がりを見せています。しかし、思った事をすぐに書き込む
2ch や Twitter と 1 日の終わりに心の整理のようにして書くことが多いブログと
の差が出た測定です。

2．ヒット現象の数理モデル
　このように社会の人々の関心を反映させるソーシャルメディアですが、重要と
なるのはソーシャルメディアに書かれた全投稿数ではなく、その時系列的な推移
なのです。 
　石井が 2012 年に提案した「ヒット現象の数理モデル」はこれに応えることがで
きます。その数理モデルとはどんな理論かを簡単に紹介しましょう。
　ヒット現象の数理モデルを簡単にまとめると、図２のようになります。社会に
おける 1 人 1 人の人間がある話題について抱く興味・意欲の従う方程式をモデル
として示したのがヒット現象の数理モデルです 1,2）。このヒット現象の数理モデル
を用いて、現在人気の女性アイドル集団 AKB48 で毎年行われている選抜総選挙
分析も行っていて、2012 年の選抜総選挙は 3,4）で分析している他、2013 年、2014 年、
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図 1　「ミサイル」に見るブログと 2ch と Twitter の違い
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2015 年の総選挙の予測についても新聞で報道されています 5-8）。
　ヒット現象の数理モデルでは、あるトピックについて関心・意欲を駆り立てる
要因は、（a）宣伝広告の影響、（b）友人からの薦め、そして（c）街中でのもっぱら
の噂話からの影響の３つがあると考えます。直接友人から薦められることを「直
接コミュニケーション」と呼び、それに対して街中でのもっぱらの噂であるとか、
ネット検索で目にとまった掲示板やブログ上のやりとりなどに影響されたものを

「間接コミュニケーション」と呼びましょう。それらについて、購入意欲の時間的
な変化を追う微分方程式を立てるという方法で数理モデル化したのがヒット現象
の数理モデルです。

　ヒット現象の数理モデルによる社会の中の 1 人の人の興味・意欲の微分方程式
は次のようになります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

　右辺の第一項が広告宣伝によって影響された消費者が映画を観る項、第二項が
友人からの薦めで興味をもつ人の項（直接コミュニケーション）、そして第三項
がうわさ話やブログなどに影響されて興味をもつ項（間接コミュニケーション項）
です。このように（1）式はこれまでの人間の心理やクチコミ伝播の理論を内包し
ている非常に一般的な数理モデルです。
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図 2　ヒット現象の数理モデル
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